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「田沼意次遺訓と田沼時代」開催 

 
 

月
８
日
（
日
）
、
牧
之
原
市
史
料
館
に
お
い
て
、
田
沼
意
次
侯
生
誕

３
０
０
年
記
念
事
業
特
別
講
演
会
「
田
沼
意
次
遺
訓
と
田
沼
時
代
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

講
師
に
は
、
田
沼
意
次
や
田
沼
時
代
の
研
究
で
知
ら
れ
る
、
東
京
大
学

名
誉
教
授
の
藤
田
覚
先
生
を
お
迎
え
し
、
意
次
侯
遺
訓
案
の
解
釈
、
田
沼

時
代
の
文
化
・
社
会
風
潮
と
の
関
連
を
考
え
る
内
容
で
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

 

意
次
侯
は
遺
訓
案
の
な
か
で
、
忠
節
を
重
ん
じ
る
こ
と
、
親
孝
行
の
大

切
さ
、
友
人
・
同
僚
な
ど
と
の
誠
実
な
交
際
、
自
己
研
鑽
と
余
暇
の
楽
し

み
方
な
ど
を
説
き
ま
し
た
。「
賄
賂
政
治
家
」
と
し
て
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼

ら
れ
、
悪
い
イ
メ
ー
ジ
が
付
き
ま
と
う
意
次
侯
か
ら
は
想
像
で
き
な
い
、

真
の
姿
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

意
次
侯
の
遺
訓
案
は
、
現
代
を
生
き
る
私
た
ち
に
と
っ
て
も
通
じ
る
も

の
で
あ
り
、
意
次
侯
の
遺
志
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。 

意
次
侯
の
遺
志
を
現
代
に
学
ぶ 

12 

講演する藤田 覚先生 

＜講師プロフィール＞ 

藤田 覚 氏 

東京大学名誉教授 

専門は日本近世史 

長野県生まれ 

江戸中後期の政治史を

中心に著書多数 

『田沼意次』、「田沼時

代」、「勘定奉行の江戸

時代」など 

特別講演会「田沼意次遺訓と田沼時代」の要旨 
◆田沼時代の宝暦天明文化 
・18世紀後半に、新たな学問（国学・洋学）が盛んになり、文学（黄表紙・

読本・狂歌・川柳）や美術（写生画・錦絵）と諸芸能（歌舞伎・邦楽）の発
展は著しく、文化の多方面で斬新な試みがなされ、独特の文化が生ま
れた。 

 

◆当時の資料からわかる田沼時代の社会風潮 
  ・善悪、賞罰の基準が曖昧になり綱紀が緩んだ。 

  ・賞罰をはっきりさせず事を荒立てない、触書の文面にも角がたたないよ
うに配慮したため、法の権威、威厳が薄く規範意識が弱くなった。 

 

◆当時の資料からわかる意次の風聞（神沢杜口「翁草」ほか） 
  ・権勢家が失脚すると、さまざまな批判や風聞が出る。 
  ・諸侯と親しく接して権勢や出世を誇らず、下層者へも細やかに接する。 
  ・家臣への心遣い、末端の奉公人に情けをかける。 

田
沼
意
次
侯
遺
訓
七
か
条 

要
約
（
現
代
語
訳
） 

 

第
一 

忠
節
の
事
、
か
り
に
も
忘
却
し
て
は
な
ら
な

い
。
当
家
は
、
家
重
・
家
治
両
御
代
比
類
な

き
御
高
恩
を
蒙
っ
た
。
そ
の
殊
寵
、
忘
れ
て

は
相
済
ま
な
い
。 

 

第
二 

親
に
孝
行
す
る
は
も
ち
ろ
ん
、
親
戚
縁
者
と

も
親
し
く
し
、
ね
ん
ご
ろ
に
つ
き
合
う
こ
と
。 

 

第
三 

友
人
・
同
僚
な
ど
、
交
際
し
て
い
る
人
々
と

は
裏
表
な
き
よ
う
心
が
け
よ
。
目
下
の
人
々

に
も
人
情
を
用
い
る
所
は
同
様
に
す
べ
き
こ

と
。 

 

第
四 

家
中
の
者
を
あ
わ
れ
み
用
い
、
賞
罰
に
え
こ

ひ
い
き
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、

臣
た
る
者
は
、
い
つ
で
も
一
身
を
も
っ
て
主

命
に
従
う
本
分
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。 

 

第
五 

武
芸
の
儀
は
怠
ら
ず
心
が
け
よ
。
こ
と
に
若

き
者
達
は
別
し
て
出
精
せ
し
む
べ
く
、
時
々

は
自
身
出
向
い
て
奨
励
す
る
が
よ
い
。
余
力

を
も
っ
て
遊
ぶ
こ
と
は
差
し
留
め
る
に
及
ば

な
い
。 

 

第
六 

権
門
・
御
大
身
の
家
々
に
は
、
無
礼
な
き
よ

う
に
気
を
く
ば
り
、
公
事
は
、
い
か
ほ
ど
軽

く
見
え
る
こ
と
で
も
念
を
入
れ
る
こ
と
が
肝

要
で
あ
る
。 

 

第
七 

勝
手
元
不
如
意
で
、
貯
え
な
き
は
、
一
朝
事

あ
る
時
役
に
立
た
な
い
。
御
軍
用
に
さ
し
つ

か
え
武
道
を
失
い
、
領
地
頂
戴
の
身
の
不
面

目
こ
れ
に
過
る
も
の
は
な
い
。 

このような遺訓につながったか。 

mailto:sangyo@city.makinohara.shizuoka.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜8/26から 12/12までに募金いただいた皆様＞ ご支援、ありがとうございます！ ※五十音順、敬称略 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田
沼
意
次
侯
の
生
誕
３
０
０
年
を
契
機
と
し
て
、
功
績
の
顕
彰
や
市
民
の

誇
り
の
醸
成
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
た
め
、
８
月 

 

日
か
ら
始
め
た

「
田
沼
意
次
侯
銅
像
募
金
」
が
２
０
０
万
円
を
超
え
ま
し
た
。 

 

募
金
件
数
は
、
団
体
・
個
人
合
わ
せ
て 

 

件
と
な
り
、
多
く
の
方
々
の
ご

支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

 

目
標
金
額
の
１
０
０
０
万
円
ま
で
は
、
ま
だ
ま
だ
皆
さ
ん
の
お
力
添
え
が

必
要
で
す
。「
田
沼
再
興
」
の
象
徴
と
し
て
、
全
国
初
と
な
る
銅
像
建
立
に
向

け
て
、
多
く
の
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
！ 

田沼意次侯銅像募金 目標金額：1,000 万円 

12/12 時点の募金総額：2,057,827 円 

「田 沼 意 次 侯 銅 像 募 金 」 
募金総額 2,000,000 円に到達 

多くの皆様のご支援、ご協力をお願いいたします！ 

募金総額の状況など、 

意次侯に関する 

情報はこちらから！ 

http://www.city.makinohara.shizuoka.jp/bg/kanko/ent/11499.html  

http://okitsugu.com/ 

さ
ら
に
功
績
顕
彰
の
機
運
高
め 

早
期
建
立
を
目
指
す 

１ 銅像の設置場所 
牧之原市史料館前「相良城趾石碑」横 ※相良城本丸跡 

 
２ 募金の目標額  1,000 万円 
 
３ 銅像完成予定  令和４年 10月 
 
４ 募金の受付期間 
  令和元年８月 26日～令和４年３月 31日 
  
 
５ 募金金額  一口 3,000 円以上  
        少額の募金は、募金箱にて対応します。 
 
６ 募金受付方法 
（１）現金 
 ■募金箱による募金 
  牧之原市役所榛原庁舎、牧之原市役所相良庁舎、 
  牧之原市史料館、さがら子生れ温泉会館、牧之原市物産ｾﾝﾀｰ 
 
 ■持参する場合 
  ・田沼意次侯銅像募金事務局（牧之原市役所観光課） 
    受付時間 平日 8:15～17:00 
  ・牧之原市史料館 ※月曜、祝日の翌日は休館日 
    受付時間 9:00～16:00 
 
（２）口座振込  
 ■島田掛川信用金庫  

相良支店 普通 0467262 田沼意次侯銅像募金 
 

 ■ゆうちょ銀行 ※振込手数料はご負担願います。 
   支店名 089 口座番号 0217886 田沼意次侯銅像募金 

青島第２自治会 様（静岡県藤枝市）、青村 光夫 様（栃木県佐野市）、㈲赤堀水道 様（静岡県牧之原市）、 
淺井 典男 様（静岡県牧之原市）、有瀧 栄一 様（茨城県古河市）、安西 鈴子 様（神奈川県横浜市）、石川 隆太 様（静岡県牧之原市）、 
上野山 尚三 様（東京都新宿区）、榎本 浩巳 様（静岡県牧之原市）、㈲エムツーワークス 様（静岡県牧之原市）、 
扇谷 玲子 様（東京都世田谷区）、大石 猛二 様（静岡県榛原郡吉田町）、小澤 幸吉 様（静岡県牧之原市）、 
粂田 正史 様（静岡県牧之原市）、栗山 総一郎 様（静岡県牧之原市）、光誠工業㈱ 様（静岡県牧之原市）、 
後藤 晃一 様（静岡県静岡市）、木幡 久雄 様（静岡県牧之原市）、斉田商店 様（静岡県牧之原市）、 
さがら子生れ温泉会館 様（静岡県牧之原市）、櫻井 康博 様（静岡県御前崎市）、佐藤 信俊 様（静岡県御前崎市）、 
サンコー精産㈱ 様（静岡県牧之原市）、㈲三和化学 様（静岡県牧之原市）、㈲静波オート 様（静岡県牧之原市）、 
勝林寺 様（東京都豊島区）、菅沼 珍亮 様（静岡県牧之原市）、杉村 勝代 様（静岡県牧之原市）、鈴木 一弘 様（東京都大田区）、 
㈲鈴木樹脂 様（静岡県牧之原市）、鈴木 節子 様（静岡県牧之原市）、鈴木 宏志 様（静岡県静岡市）、 
鈴木 富美子 様（静岡県牧之原市）、すずき 麗華 様（静岡県菊川市）、須藤 千恵子 様（千葉県千葉市）、 
㈱スーパーラック 様（静岡県牧之原市）、大豊㈱ 様（静岡県牧之原市）、高橋 克壽 様（静岡県牧之原市）、 
㈱高柳製茶 様（静岡県牧之原市）、瀧井 円裕 様（静岡県牧之原市）、田沼意次侯生誕 300 年記念チャリティーポロシャツ購入の皆様、 
田沼北町内会 様（静岡県藤枝市）、田沼 智 様（神奈川県三浦郡葉山町）、田沼 早苗 様（神奈川県三浦郡葉山町）、 
田沼中町内会 様（静岡県藤枝市）、田沼南町内会 様（静岡県藤枝市）、土井 清愰 様（静岡県掛川市）、徳澄 英樹 様（静岡県浜松市）、 
富田 和樹 様（静岡県牧之原市）、長尾 靖 様（静岡県御前崎市）、中村 道広 様（静岡県藤枝市）、名波 茂 様（静岡県牧之原市）、 
名波 恒夫 様（静岡県牧之原市）、名波 光子 様（静岡県牧之原市）、野ヶ本 明 様（静岡県牧之原市）、 
野中 恵子 様（静岡県牧之原市）、羽田 智行 様（静岡県牧之原市）、浜本 康男 様（静岡県牧之原市）、 
速水 洋子 様（静岡県牧之原市）、藤野 幸雄 様（静岡県牧之原市）、古川 正夫 様（神奈川県横浜市）、㈱前田園 様（静岡県静岡市）、 
牧之原ダンシング茶々 様（静岡県牧之原市）、増田 忠勝 様（静岡県牧之原市）、松下 日香莉 様（静岡県牧之原市）、 
水嶋 十束 様（静岡県牧之原市）、水嶋 弥栄 様（静岡県牧之原市）、水野 繁 様（静岡県焼津市）、㈱みつぼし 様（静岡県牧之原市）、 
ヤキトリフード大石 様（静岡県牧之原市）、(資)矢部商店 様（静岡県牧之原市）、矢部 忠司 様（静岡県牧之原市）、 
原田 智子 様（静岡県牧之原市）、渡辺 徳雄 様（静岡県牧之原市） 

田沼意次侯 
ＰＲキャラクター 

意次くん 

ご
支
援
、
よ
ろ
し
く 

 
 

お
願
い
し
ま
す
！ 
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